
活かし切れていない潜在
能力を具現化し、成長を実
現するために・・・

新興国との競争、多様なマーケット、
製品ｺﾓﾃﾞｨﾃｨ化、所謂「ｶﾞﾗﾊﾟｺﾞｽ化」、
短期収益思考の蔓延 etc
→  高性能/多機能 ≠ 売れるもの

株式持ち合い、 内製化指向（自前主義）、
企業内外の壁、 労働市場の流動性不足 etc

→ リスク回避性向、組織・マインドの「殻」
少子高齢化、エネルギー問題、
交易条件の悪化、政策の縦割り、
不十分なリスクマネー etc
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「競争力強化に関する研究会」 ～競争力強化への課題と解決への道筋は？

直面する社会的課題

従来型経営モデルの限界

市場環境の変化

産業の競争力の減退
経済成長力（付加価値）の低下今、なお存在する日本の強み

（IMD国際競争力ランキング）

顧客志向性 1位

科学インフラ 2位
イノベーション力 1位
民間研究開発支出 2位
製造過程の洗練性 1位

サプライヤーの質 3位
サプライヤーの量 1位
クラスターの広がり 5位 等

企業・産業界の現状認識

（DBJ設備投資計画調査等）

• バリューチェーンが一体と
なった取組の必要性

• 異業種間連携による新たな
価値創造

• 徹底したマーケット視点に
基づく「コトづくり」（サービス
化）

• 問題解決型ビジネスの推進
等

こ
れ
ら
を
ど
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組
み
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、
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う
実
現
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せ
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く
か

自らの「殻」を破り、協創を大きなビジネスへと組み上げる

将来の社会・生活の課題をビジネスで解決していく

省壁等を超えた、政策面での支援 金融面（リスクマネー等）での後押し

「構想力」
と

「場」

教
育
の

充
実

運
動
化

の
促
進



• バリューチェーン全体での
マーケティング充実

• 認知科学・サービス科学と
も連携を促進
→「GDL」から「SDL」へ
GDL：Goods Dominant Logic
SDL：Service Dominant Logic
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価値創造につながる（連携促進に向けた）「構想力」を強化し、
その構想をビジネスとして実践・実現する「場」の構築を促進する

（→ 具体的なテーマ設定や実際の取組を最終報告へ向けて推進）

「自らの課題」解決を促進する
政府諸施策の充実

リスクマネー提供等を通じた
金融による後押し

企業（や学界）が「自らの課題」として取り組む

マインドセット変革
新たな価値創造
（具体的な行動）

多様性の取り込み
人材育成・教育

社会的課題の発掘

• 部門間・企業間・業界間・
国境の壁を越える
→ 「デザイン思考」

• 失敗を許容し、挑戦を賞
賛する

• 「構想」と「編集」が出来る
人材を育成

実地訓練・研修・コミュ
ニケーション能力 など

• 社内外での人材流動化の
促進

• 女性・外国人・ベテラン等
をフル活用する

• 大企業・中堅企業・中小
企業がそれぞれを活かす
知恵を出す

• 国境を越えた発想を展開

• 自社の既存技術を活かす

• 連携を促進するための「運
動化」を展開する
→「オープン・イノベーション」
→「共通言語」を共有する

例えば・・・ 例えば・・・

 社会的課題に関わる政策窓口の一本化（＝省庁間の「壁」の排
除、政策立案にも「デザイン思考」を）

 既存の金融では対応しきれない、失敗（試行錯誤）を許容する
資金提供のための環境整備

 新たなバリューチェーン（エコシステム）事業体に対する、税制・
設備投資優遇などによるインセンティブ付与（配当・留保金課税
の見直しも有効な手段となり得るか）

 企業の情報開示制度整備（短期志向でない、R&Dなど将来に対
する投資の「質」を投資家に報告）

 各種規制緩和 など

 エクイティを始めとする、「場」に必要な資金の供与

（銀行のみならず、ベンチャーキャピタル（担い手はベンチャー
企業経験者等が望ましいか）等の育成も必要）

 審査機能・リスク評価機能・ネットワーク機能などを活用した、
事業化成功へ向けたコンサルティングや調整などソフト面で
の側面支援

 連携の促進に向けたコーディネーターの役割
（→ 系列・業種・国境を越えた連携の結節点としての役割）

など

「競争力強化に関する研究会」 ～課題解決への具体的な処方箋は？


